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   Immunohistochemical staining using the monoclonal antibody of proliferating cell nuclear an-
tigen (PCNA) and argyrophilic nucleolar organizer region associated protein (AgNOR) staining 
were performed on 28 paraffin-embedded testicular tumors, and their correlation was assessed 
according to histological type, clinical staging and tumor markers. PCNA positive rates and 
AgNOR numbers in nuclei were 57.9%, 4.38 in seminomas, 63.4%, 5.79 in embryonal carcinomas, 
37.7%, 2.63 in teratomas, 61.3%, 4.43 in yolk sac tumors, 79.5%, 7.12 in choriocarcinomas, 
and 20.9%, 3.03 in cells of the normal seminiferous tubule, respectively. In pure seminomas, the 
PCNA positive rates and AgNOR numbers of the stage II to III group (72.6%, 4.75) were higher 
than those of the stage I group (47.8%, 3.67), but there was no significant difference between the 
two groups. There was a significant correlation between PCNA positive rate and AgNOR number 
in all specimens (r=0.76,  p<0.002). These findings indicate that PCNA and AgNOR are 
suitable indicators for proliferative activity of testicular tumors. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 715-720, 1993) 





Gl後 期 か らS期 に か け て合 成 され るDNApolyme-
rase・δ の補 助 蛋 白質 で,DNA合 成 能 との 密 接 な 関
係 が報 告 され て い るD.近 年,腫 瘍 の悪 性 度 や予 後 の
判定 に 用 い られ る よ うに な り,毫 教 室 で も腎 細 胞 癌 お
よび膀 胱 癌 の パ ラ フ ィ ンブ ロ ックを用 いて 悪 性 度 お よ
び予 後 と の関 連 性 に つ い て 検 討 し2・3),さらに パ ラ フ
ィソプ ロ ノ クの長 期保 存 例 に おい て もPCNAの 発 現
率 には 変 化 は な い こ とが確 認 され て い る2).
ま た 核 小 体 に 認 め ら れ る と こ ろ の 銀 染 色 に よ り
染 色 され る 核 小体 形 成 関 連 タ ンパ ク(argyrophilic
nucleolarorganizerregionassociatedprotein:
AgNOR)も 同様 に細 胞増 殖 能 を 反 映 す る こ とが 知 ら
れ て い る4).
今 回,精 巣 腫 瘍 パ ラ フiソ ブ ロ ッ クを 用 い て
PCNA染 色 お よびAgNOR染 色 を 行 い,両 法 で え
られ た パ ラ メ ー ターが 精 巣 腫 瘍細 胞 増 殖 能 の 指標 とな
りうるか ど うか,ま た 両 パ ラ メー タ ー の相 関 性,組 織
型 別両 パ ラ メ ー ター の発 現 様 式 等 を検 討 した の で 報 告
す る.
対 象 と 方 法
1978年1月か ら1990年12月まで に 山 口大 学 医 学 部 泌
尿 器科 学 教 室 お よび 関連 病 院 に て,高 位精 巣 摘 除 術 を
施 行 した28症例 を 検討 対 象 と した.年 齢 は1歳 か ら55
歳 で,平 均28.9歳で あ った.臨 床 的事 項 お よび 病 理 組
織 学 的事 項 は 精 巣 腫 瘍 取 り扱 い規 約5)によった.組 織
型 の 内訳 は,seminomaI4例,teratoma3例,yolk
sactumor2例,複 合 組 織 型9例 であ った(Table
l).ホル マ リン固 定 パ ラフ ィ ン包 埋 ブ ロ ッ クと して 保


























切 し,3μm切 片 をAgNOR染 色 に,5μm切 片 を
HE染 色 お よびPCNA染 色に 供 した.
PCNA染 色 は,す で に 報 告 したavidin-biotin
peroxidasecomplex(ABC)法を若 干修 飾 して 用 い
た6).す なわ ち キ シ レソ,ア ル コー ル列 に て型 通 り脱
パ ラ フ ィ ン し,水 洗 後,0.3%H202水 溶 液 にて 内因
性 ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 活 性 を阻 害 した.50倍 に希 釈 した
抗PCNA抗 体(DAKO社)を 組 織 切片 に加 え,湿
室 内室 温 に て1時 間 反 応 させ た 後,冷PBSで 洗 浄 し
た(0℃,5分 間 ×3回),つ い で,ビ オ チ ン化二 次
抗 体(VectorLab.)と1時 間,調 整 済 み のABC
complex(VectorLab.)と30分間,い ず れ も湿 室
内 室 温 に て反 応 させ た.ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ 発 色 に は
3,3'-DAB・H202液を 用 い,増 感 の た め イ ミダ ゾー
ル(0.OiM,和光純 薬)を 添 加 した.ま た,核 染色 に は
マ イ ヤ ーの ヘ マ トキ シ リンを 使 用 した.判 定 に は 光学
顕 微 鏡 を 用 い,倍 率400倍に て 異 な る数 視 野 の1,000個
以 上 の腫 瘍細 胞 を観 察 し,陽 性 率 を 算 出 した,複 合 組
織 型 の場 合 は,各 組 織 型 ご とに 陽 性 率 を 求 め た.
AgNOR法 はPlotonら4)のone-stepsilverco1-
loidmethodに準 じて 行 った.す な わ ち,ゼ ラチ ン
を1%蟻 酸 水 に2%と な る よ う溶 解 し,50%硝 酸 銀 溶
液 と12で 暗室 に て混 合 して 染 色 液 を 作 製 し,30分
間室 温 で 反 応 させ,ア ル コー ル,キ シ レ ンに て 脱 水 透
徹 後,封 入 した.判 定 は 各 組 織 型 ご とに 倍 率1,000倍
に て行 い,腫 瘍 細 胞100個の 核 内 のAgNOR発 現 を









1.組 織 型 別PCNA陽 性 率 とAgNOR数
Table2に 各 組 織 型 で のPCNA陽 性 率 お よ び
AgNOR数 を示 した.seminomaでの検 討 は,単 一
組織 型 のtypicalseminomal3例,anaplasticsemi-
nomal例 と複 合 組 織 型 でseminomaを 含む5例 の
計19例 で行 い,平 均PCNA陽 性 率 お よびAgNOR.
数 は そ れ ぞれ57.9±19.6%,4.38±1.47(mean±
SD)で あ った.anaplasticsem三nomaell例の み で
あ った が,PCNA陽 性 率,AgNOR数 は そ れ ぞれ
栗栖,ほ か:精 巣腫瘍 ・PCNA
60.2%,4.70であ った.
embryonalcarcinomaは6例と も全 例 複 合 組 織 型
症 例 に認 め ら れ た が,平 均PCNA陽 性 率 お よ び
AgNOR数 は63.4±2L6%,5.79±2.10であ った.
ま た,HE染 色 像 に て 正 常 と 判 定 さ れ た 精 細 管 の
PCNA陽 性 率 お よびAgNOR数 は20.9%±9.23,
3.03±0.50であ り(n=3),seminomaおよ びem一
　り































bryonalcarcinomaは正 常 精 細 管 に 比 べ 高 値 を示
し,PCNA陽 性 率 で は統 計 学 的 に 有 意 差 が認 め られ
た(p<O.05).
teratomaでは3例 は単 一 組 織 型 で あ った が,4例
は 複合 組織 型 に 認 め られ た.そ の うちmature6例,
immaturel例で お の お の の平 均PCNA陽 性 率 お よ
びAgNOR数 は37.7±21.2%,2.63±1.09と37.5
%,3.32であ り正 常 精 細 管 との 間 に有 意 差 は 認 め ら
れ な か ったが,matureteratomaのAgNOR.数は
seminomaおよびembryonalcarcinomaに比 較 し
て 統 計学 的 に 有 意 に 低 値 で あ った(p〈0.05).
yolksactumQrとchoriocarcinomaはPCNA
陽 性 率,AgNOR数 と もに 正 常 精細 管 に 比 し高 値 で
あ った が,症 例 数 が 少 ない た め 統 計 学 的 検定 は で き な
か った.
皿.seminomaにおけ るPCNA陽 性 率 とAgNOR
数
pureseminoma14例に つ い てstage別 で の
PCNA陽 性率 をTab】e3に 示 し た.stageIでの
PCNA陽 性 率 は47.8±14.3%,stageII,IIIでは
72.6±14.2%とstageが進 む に つ れ 高 値 を 示 す 傾 向
が 認 め られ た.AgNOR数 で も同様 の結 果 で あ った.
IV.PCNA陽 性 率 とAgNOR数 との 相 関性
全組 織 型 に お け るPCNA陽 性 率 とAgNOR数 の
間 には 有 意 の 相 関 関 係(r=0.76)が認 め られ た(Fig.
2).
V.精 巣 腫 瘍 マ ー カ ー とPCNA陽 性 率 お よ び
AgNOR数 と の関 係
術 前hCG一 β 高 値 を示 した2例 のPCNA陽 性 率
お よびAgNOR数 は43.9±4.4%,3.89±0.48,また
LDH高 値 を 示 した2例 の それ らは56.4±0.8%,
4.49±0.25で,マーカ ー正 常 群 の51.8±18.6%,3.81



















































































































































































































































































































































本論文 の要 旨は 第30回日本癌 治療 学会総会にて発表 した.
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